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規 則

○公有財産取扱規則の一部を改正する規則……………（総務課）１

○宮崎県職員宿舎管理規則の一部を改正する規則……（ 〃 ）３

○職員の服務の宣誓に関する条例施行規則の一部

を改正する規則…………………………………………（人事課）３

○専門委員等の報酬の額及び相当するとみなされ

る職務の級を定める規則の一部を改正する規則……（ 〃 ）３

○職員の被服貸与規則の一部を改正する規則…………（ 〃 ）３

○職員の特殊勤務手当に関する条例施行規則の一

部を改正する規則………………………………………（ 〃 ）３

○知事及び出納長の職務代理に関する規則の一部

を改正する規則……………………………………（行政経営課）３

○会計管理者の事務代理に関する規則……………（ 〃 ）３

○行政書士法施行細則の一部を改正する規則………（市町村課）４

○旅費の支払事務に関する規則の一部を改正する

規則………………………………………………………（会計課）４

告 示

○県が発注する建設工事等の契約に係る指名競争

入札参加者の資格等に関する要綱の一部を改正

する告示…………………………………………………（管理課）４

訓 令 甲

○公印規程の一部を改正する訓令………………………（総務課）５

○文書取扱規程の一部を改正する訓令…………………（ 〃 ）５

○宮崎県電子署名規程の一部を改正する訓令…………（ 〃 ）６

○宮崎県森林組合等検査規程の一部を改正する訓

令……………………………………………………（山村・木材振興課）６

○建設技術専門研修規定の一部を改正する訓令………（管理課）７
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規規 則則

公 有 財 産 取 扱 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 四 号

公 有 財 産 取 扱 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

公 有 財 産 取 扱 規 則 （ 昭 和 三 十 九 年 宮 崎 県 規 則 第 二 十 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 四 号 中 「 出 納 事 務 局 」 を 「 会 計 管 理 局 」 に 改 め る 。

第 二 条 の 四 第 四 項 中 「 出 納 長 」 を 「 総 務 部 長 」 に 改 め 、 「 部 局 の

長 」 の 下 に 「 （ 総 務 部 長 を 除 く 。 ） 」 を 加 え る 。

第 四 条 第 一 項 第 二 号 ウ 中 「 及 び 公 の 施 設 に 関 す る 条 例 （ 昭 和 三 十

九 年 宮 崎 県 条 例 第 七 号 ） 第 二 条 の 規 定 に よ り 設 置 さ れ た ひ な も り 台

県 民 ふ れ あ い の 森 」 を 削 る 。

第 六 条 第 二 項 第 十 一 号 中 「 登 記 簿 若 し く は 登 録 簿 謄 本 、 」 を 「 登

記 事 項 証 明 書 等 （ 登 記 又 は 登 録 事 項 の 全 部 を 証 明 し た 書 面 を い う 。

） 」 に 改 め る 。

第 七 条 第 四 号 中 「 登 記 簿 謄 本 」 を 「 登 記 事 項 証 明 書 （ 登 記 事 項 の

全 部 を 証 明 し た も の に 限 る 。 ） 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 第 二 項 中 「 出 納 長 」 を 「 会 計 管 理 者 」 に 改 め る 。

第 十 六 条 第 一 項 第 一 号 中 「 国 有 資 産 等 所 在 市 町 村 交 付 金 法 」 を 「

国 有 資 産 等 所 在 市 町 村 交 付 金 及 び 納 付 金 に 関 す る 法 律 」 に 改 め る 。

第 三 十 五 条 第 四 号 中 「 第 二 百 三 十 八 条 の 四 第 四 項 」 を 「 第 二 百 三

十 八 条 の 四 第 七 項 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 五 号 の 二 中 「出 納 長 」 を 「会計管理者 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 十 四 号 を 次 の よ う に 改 め る 。



宮 崎 県 公 報

様式第14号（第24条関係）

シレイ 文書番号

行 政 財 産 使 用 許 可 書

住 所

（所在地）

氏 名

（名 称）

年 月 日付けで申請のあつた行政財産の使用については、地方自治法（昭和22年法律第67号）

第 238条の４第７項の規定により下記の条件をつけて許可します。

年 月 日

宮崎県知事 印

（出先機関の長）

記

１ 使用許可財産の表示

(1)所在地

(2)名 称

(3)種類（種別）

(4)面積（数量）

(5)関係図面

２ 使用許可内容

(1)使用の目的及び用途

(2)使用許可期間 年 月 日から 年 月 日まで

(3)使用料 円

(4)使用料の納入方法及び納入場所

３ 使用許可条件

４ 行政不服審査法及び行政事件訴訟法に基づく教示

（文書取扱 ）

平成 19年 ３ 月 30日（金曜日） 号外 第 29号

害 2害

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 三 十

五 条 第 四 号 の 改 正 規 定 及 び 別 記 様 式 第 十 四 号 の 改 正 規 定 は 、 公 布 の

日 か ら 施 行 す る 。
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宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 五 号

宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

宮 崎 県 職 員 宿 舎 管 理 規 則 （ 昭 和 四 十 三 年 宮 崎 県 規 則 第 十 一 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 及 び 第 四 条 第 一 項 中 「 、 出 納 長 」 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を

こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 六 号

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則

職 員 の 服 務 の 宣 誓 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 昭 和 二 十 六 年 宮 崎 県 規

則 第 十 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 項 各 号 列 記 以 外 の 部 分 中 「 か か げ る も の 」 を 「 掲 げ る

者 」 に 改 め 、 同 項 第 一 号 中 「 係 長 又 は 」 を 「 課 長 そ の 他 」 に 、 「 及

び 室 長 」 を 「 そ の 他 こ れ に 相 当 す る 職 務 に あ る 者 」 に 改 め 、 同 項 第

二 号 中 「 及 び 室 長 」 を 「 そ の 他 こ れ に 相 当 す る 職 務 に あ る 者 」 に 改

め 、 「 又 は 室 長 」 を 削 り 、 「 出 納 帳 」 を 「 会 計 管 理 者 」 に 改 め 、 同

項 第 三 号 中 「 廨 」 を 「 か い 」 に 、 「 但 し 」 を 「 た だ し 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を 定 め

る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 七 号

専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を

定 め る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

専 門 委 員 等 の 報 酬 の 額 及 び 相 当 す る と み な さ れ る 職 務 の 級 を 定 め

る 規 則 （ 昭 和 三 十 一 年 宮 崎 県 規 則 第 四 十 四 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に

改 正 す る 。

報 酬 の 額 及 び 職 務 の 級 の 表 女 性 相 談 員 の 項 中 「 五 、 八 二 〇 円 」 を

「 六 、 〇 五 〇 円 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

職 員 の 被 服 貸 与 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 八 号

職 員 の 被 服 貸 与 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

職 員 の 被 服 貸 与 規 則 （ 昭 和 三 十 五 年 宮 崎 県 規 則 第 十 七 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 九 条 第 二 項 を 次 の よ う に 改 め る 。

２ 貸 与 期 間 が 満 了 し 、 又 は 使 用 に 耐 え な く な つ た 貸 与 品 に つ い て

は 、 被 貸 与 者 に 支 給 す る こ と が で き る 。

第 十 一 条 第 二 項 中 「 記 載 さ せ な け れ ば な ら な い 」 を 「 記 載 さ せ た

上 で 、 貸 与 品 を 貸 与 す る も の と す る 」 に 改 め 、 同 条 に 次 の 二 項 を 加

え る 。

３ 所 属 長 は 、 職 員 か ら 第 一 項 の 申 出 が あ つ た 場 合 に お い て 、 当 該

職 員 に 貸 与 し て い た 貸 与 品 の 損 耗 の 程 度 が 使 用 に 耐 え る と 認 め る

と き は 、 第 二 条 第 一 項 に 規 定 す る 貸 与 期 間 に か か わ ら ず 、 引 き 続

き 当 該 貸 与 品 を 貸 与 す る こ と が で き る 。

４ 所 属 長 は 、 前 項 の 規 定 に よ り 貸 与 し た 貸 与 品 が 使 用 に 耐 え な く

な つ た と 認 め る と き は 、 被 服 貸 与 簿 に 必 要 な 事 項 を 記 載 さ せ た 上

で 、 新 た な 貸 与 品 を 貸 与 す る も の と す る 。

別 表 物 品 管 理 課 の 項 及 び 優 良 家 畜 受 精 卵 総 合 セ ン タ ー の 項 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 二 十 九 号

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 の 一 部 を 改 正 す る

規 則

職 員 の 特 殊 勤 務 手 当 に 関 す る 条 例 施 行 規 則 （ 平 成 十 六 年 宮 崎 県 規

則 第 四 十 九 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 中 「 規 定 す る 感 染 症 」 の 下 に 「 （ 同 条 第 三 項 第 二 号 に 規 定

す る 結 核 を 除 く 。 ） 」 を 加 え 、 「 同 条 第 五 項 」 を 「 同 条 第 五 項 第 三

号 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

知 事 及 び 出 納 長 の 職 務 代 理 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を

こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 三 十 号

知 事 及 び 出 納 長 の 職 務 代 理 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規

則

知 事 及 び 出 納 長 の 職 務 代 理 に 関 す る 規 則 （ 昭 和 三 十 年 宮 崎 県 規 則

第 七 十 三 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

題 名 中 「 及 び 出 納 長 」 を 削 る 。

第 一 条 中 「 及 び 出 納 長 」 を 削 る 。

第 二 条 中 「 共 に 」 を 「 と も に 」 に 改 め る 。

第 三 条 中 「 職 務 執 行 者 は 、 上 席 の 事 務 吏 員 で あ る 部 長 」 を 「 職 務

代 理 者 は 、 宮 崎 県 部 等 設 置 条 例 （ 平 成 十 六 年 宮 崎 県 条 例 第 四 号 ） 第

一 条 の 表 に 規 定 す る 部 等 （ 総 合 政 策 本 部 を 除 く 。 以 下 同 じ 。 ） の 部

長 の 職 に あ る 者 と し 、 そ の 順 序 は 、 同 表 に 掲 げ る 部 等 の 順 序 」 に 改

め る 。
第 四 条 及 び 第 五 条 を 削 る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

会 計 管 理 者 の 事 務 代 理 に 関 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫
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別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 四 ） 中

「 「 「 「

を に 、 を

」 」 」 」

に 改 め る 。

「 「

別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 五 ） 中 を に 、

」 」

「 「
を に 改 め る 。

」 」

別 記 様 式 第 二 号 中

「

」
を

「

」
に

改 め る 。

「 「

別 記 様 式 第 三 号 中 を に 、

」 」

「 「
を に 改 め る 。

」 」

別 記 様 式 第 四 号 （ そ の 一 ） 中

「

」
を

「

」
に

改 め る 。

別 記 様 式 第 四 号 （ そ の 二 ） か ら 別 記 様 式 第 四 号 （ そ の 五 ） ま で の

「 「

規 程 中 を に 改 め る 。

」 」

別 記 様 式 第 四 号 （ そ の 七 ） 中

「

」
を

「

」
に

改 め る 。

「 「

別 記 様 式 第 四 号 （ そ の 八 ） 中 を に

」 」

改 め る 。
附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 規 則 に よ る 改 正 後 の 旅 費 の 支 払 事 務 に 関 す る 規 則 の 規 定 は 、

こ の 規 則 の 施 行 の 日 以 後 に 出 発 す る 旅 行 か ら 適 用 し 、 同 日 前 に 出

発 し た 旅 行 に つ い て は 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格

承 認
理 由

陸路
承 認
理 由

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

主 管 係 長 主務担当リーダー

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

主 管 係 長 主務担当リーダー

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

主 管 係 長 主務担当リーダー

承 認
理 由

陸路
承 認
理 由

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

承 認
理 由

陸路
承 認
理 由

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

宮 崎 県 規 則 第 三 十 一 号

会 計 管 理 者 の 事 務 代 理 に 関 す る 規 則

地 方 自 治 法 （ 昭 和 二 十 二 年 法 律 第 六 十 七 号 ） 第 百 七 十 条 第 三 項 の

規 定 に よ る 会 計 管 理 者 に 事 故 が あ る と き の 会 計 管 理 者 の 事 務 代 理 者

は 、 会 計 管 理 局 次 長 と す る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

行 政 書 士 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 三 十 二 号

行 政 書 士 法 施 行 細 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

行 政 書 士 法 施 行 細 則 （ 昭 和 二 十 六 年 宮 崎 県 規 則 第 十 一 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

別 記 様 式 第 二 号 中 「当該吏員 」 を 「当該職員 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 規 則 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

旅 費 の 支 払 事 務 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則 を こ こ に 公 布

す る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 規 則 第 三 十 三 号

旅 費 の 支 払 事 務 に 関 す る 規 則 の 一 部 を 改 正 す る 規 則

旅 費 の 支 払 事 務 に 関 す る 規 則 （ 平 成 元 年 宮 崎 県 規 則 第 二 十 六 号 ）

の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 三 号 中 「 、 出 納 長 」 を 削 る 。

第 八 条 第 一 項 中 「 受 領 印 を 徴 し た 書 類 」 の 下 に 「 （ や む を 得 な い

理 由 に よ り 当 該 旅 費 を 支 給 さ れ た 者 （ 職 員 を 除 く 。 ） か ら 受 領 印 に

代 え て 受 領 の 署 名 を 徴 し た 場 合 は 、 当 該 受 領 の 署 名 を 徴 し た 書 類 ） 」

を 加 え 、 同 条 第 ニ 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 を 同 条 第 ニ 項 と す る 。

第 九 条 中 「 若 し く は 第 ニ 項 又 は 第 三 項 」 を 「 又 は 第 ニ 項 」 に 改 め

る 。
別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 一 ） 中

「

」
を

「

」
に

改 め る 。

「

別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 二 ） 中 を
」

「 「 「

に 、 を に

」 」 」

改 め る 。

「

別 記 様 式 第 一 号 （ そ の 三 ） 中 を
」

「 「 「

に 、 を に

」 」 」

改 め る 。

承 認
理 由

陸路
承 認
理 由

主 管 係 長旅費担当者予算担当係長

主務担当リーダー旅費担当者予算担当リーダー コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

主務担当リーダー旅 費 担 当予算担当リーダー

主 管 係 長旅 費 担 当予算担当係長

コード支払区分

５ 概 算 払

６ 精 算 払

コード支出方法区分

１ 精 算 払

３ 概 算 払

告告 示示
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等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

宮 崎 県 告 示 第 三 百 四 十 号

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の

資 格 等 に 関 す る 要 綱 の 一 部 を 改 正 す る 告 示

県 が 発 注 す る 建 設 工 事 等 の 契 約 に 係 る 指 名 競 争 入 札 参 加 者 の 資 格

等 に 関 す る 要 綱 （ 平 成 十 六 年 宮 崎 県 告 示 第 二 百 五 十 九 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。

第 十 八 条 中 「 土 木 部 管 理 課 」 を 「 県 土 整 備 部 管 理 課 」 に 改 め る 。

別 表 第 二 中 「 土 木 部 長 」 を 「 県 土 整 備 部 長 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 告 示 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

公 印 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

訓 令 甲 第 四 号

本 庁

各 出 先 機 関

公 印 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

公 印 規 程 （ 昭 和 三 十 七 年 訓 令 甲 第 六 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
第 六 条 第 三 項 第 一 号 中 「 、 副 知 事 及 び 出 納 長 」 を 「 及 び 副 知 事 」

に 改 め る 。

第 十 二 条 中 「 出 納 長 、 部 長 、 出 納 事 務 局 長 」 を 「 部 長 （ 総 合 政 策

本 部 長 を 含 む 。 ） 、 会 計 管 理 者 」 に 改 め る 。

別 表 中

「
を

を
」

訓 令訓 令 甲甲

総 務 部

総 務 課 長
一般公文書用１方27

宮 崎 県

副 知 事 印

宮 崎 県

副 知 事 印

会計課長会計事務用１方21

宮 崎 県

出 納 長 印

宮 崎 県

出 納 長 印

会計課長小切手振出用１直径16.5
宮 崎 県

出納長印

宮 崎 県

出 納 長 印

総合政策課
長

一般公文書用１方21

宮 崎 県

総 合 政 策

本 部 長 印

宮 崎 県

総 合 政 策

本 部 長 印

部内各課の
連絡調整に
関する事務
を担当する
課の長

一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 部 長 印

宮 崎 県

各 部 長 印

当該局長一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 局 長 印

宮 崎 県

各 局 長 印

会計課長一般公文書用１方21

宮 崎 県

出 納 事 務

局 長 印

宮 崎 県

出 納 事 務

局 長 印

主務課長一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 課 長 印

宮 崎 県

何 課 長 印

「

に 改 め る 。

」

附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 訓 令 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 公 印 規 程 に 基 づ き 作 成 さ れ た 出 納 長 に

係 る 公 印 の 処 理 は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正 後 の 公 印 規 程 第 六 条 第 三

項 第 一 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

文 書 取 扱 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

訓 令 甲 第 五 号

文 書 取 扱 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

文 書 取 扱 規 程 （ 平 成 二 年 訓 令 甲 第 五 号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正

す る 。
第 二 条 第 三 号 中 「 出 納 事 務 局 」 を 「 会 計 管 理 局 」 に 改 め 、 同 条 第

五 号 中 「 同 条 第 三 項 に 規 定 す る 局 長 」 を 「 会 計 管 理 者 」 に 改 め 、 同

条 第 六 号 中 「 第 二 百 六 十 三 条 第 五 項 」 を 「 第 二 百 六 十 三 条 第 四 項 」

に 改 め る 。

第 十 九 条 中 「 、 出 納 長 名 」 を 削 る 。

第 二 十 条 第 一 項 中 「 、 出 納 長 名 」 を 削 り 、 同 条 第 二 項 中 「 係 名 」

を 「 担 当 名 」 に 改 め る 。

第 二 十 一 条 第 一 項 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 第 五 号

か ら 第 八 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

第 二 十 五 条 中 「 の う ち 、 」 の 下 に 「 総 務 課 長 又 は 行 政 経 営 課 長 に 」

を 加 え 、 同 条 た だ し 書 を 次 の よ う に 改 め る 。

た だ し 、 第 十 七 条 第 四 項 の 規 定 に よ り 例 文 と し て 登 録 さ れ て い

る も の に あ っ て は 、 総 務 課 長 及 び 行 政 経 営 課 長 の 合 議 を 要 し な い 。

第 四 十 八 条 第 三 項 中 「 物 品 管 理 課 長 」 を 「 総 務 事 務 セ ン タ ー 課 長 」

に 改 め る 。

別 表 （ 三 十 年 保 存 ） 第 十 四 号 中 「 、 副 知 事 及 び 出 納 長 」 を 「 及 び

副 知 事 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 第 九 号 中

総 務 部

総 務 課 長
一般公文書用１方27

宮 崎 県

副 知 事 印

宮 崎 県

副 知 事 印

総合政策課
長

一般公文書用１方21

宮 崎 県

総 合 政 策

本 部 長 印

宮 崎 県

総 合 政 策

本 部 長 印

部内各課の
連絡調整に
関する事務
を担当する
課の長

一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 部 長 印

宮 崎 県

各 部 長 印

会計課長一般公文書用１方21

宮 崎 県

会 計 管

理 者 印

宮 崎 県

会 計 管

理 者 印

会計課長小切手振出用１直径16.5

宮 崎 県

会 計 管

理 者 印

宮 崎 県

会 計 管

理 者 印

当該局長一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 局 長 印

宮 崎 県

各 局 長 印

主務課長一般公文書用各１方21

宮 崎 県

何 課 長 印

宮 崎 県

何 課 長 印
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「 「
を に 、

」 」

「

を
」

「

に 改 め る 。

」

別 記 様 式 第 十 二 号 の （ 備 考 ） 中 「 」 を

削 る 。
附 則

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 訓 令 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し 、 第 二

十 五 条 の 改 正 規 程 は 、 公 表 の 日 か ら 施 行 す る 。

（ 経 過 措 置 ）

２ こ の 訓 令 に よ る 改 正 前 の 文 書 取 扱 規 程 （ 以 下 「 改 正 前 の 規 程 」

と い う 。 ） 別 表 （ 三 十 年 保 存 ） 第 十 四 号 に 規 定 す る 出 納 長 の 事 務

引 継 書 の 処 理 は 、 こ の 訓 令 に よ る 改 正 後 の 文 書 取 扱 規 程 別 表 （ 三

十 年 保 存 ） 第 十 四 号 の 規 定 に か か わ ら ず 、 な お 従 前 の 例 に よ る 。

（ 用 紙 に 関 す る 経 過 措 置 ）

３ こ の 訓 令 の 施 行 の 際 現 に 存 す る 改 正 前 の 規 程 の 規 定 に 定 め る 様

式 に よ る 用 紙 は 、 当 分 の 間 、 所 要 の 事 項 を 適 宜 補 正 し て 使 用 す る

こ と が で き る 。

宮 崎 県 電 子 署 名 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

訓 令 甲 第 六 号

本 庁

各 出 先 機 関

宮 崎 県 電 子 署 名 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

宮 崎 県 電 子 署 名 規 程 （ 平 成 十 七 年 訓 令 甲 第 二 号 ） の 一 部 を 次 の よ

う に 改 正 す る 。

第 二 条 第 一 号 中 「 記 録 を い う 。 」 の 下 に 「 以 下 同 じ 。 」 を 加 え 、

同 条 第 三 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

三 地 方 公 共 団 体 組 織 認 証 基 盤 地 方 公 共 団 体 が 国 又 は 地 方 公 共

団 体 と の 間 で 交 換 す る 電 磁 的 記 録 が 真 正 な も の で あ る こ と を 認

証 す る た め の 基 盤 を い う 。

第 二 条 第 四 号 中 「 鍵 を い う 。 」 の 下 に 「 以 下 同 じ 。 」 を 加 え 、 「

宮 崎 県 認 証 局 」 を 「 地 方 公 共 団 体 組 織 認 証 基 盤 に お け る 認 証 局 （ 以

下 「 認 証 局 」 と い う 。 ） 」 に 改 め 、 同 条 第 五 号 中 「 も の を い う 。 」

の 下 に 「 以 下 同 じ 。 」 を 加 え る 。

第 五 条 第 一 項 中 第 三 号 を 削 り 、 第 四 号 を 第 三 号 と し 、 同 号 の 次 に

次 の 一 号 を 加 え る 。

四 会 計 管 理 者

第 五 条 第 一 項 中 第 五 号 を 削 り 、 第 六 号 を 第 五 号 と し 、 第 七 号 か ら

第 九 号 ま で を 一 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。

第 七 条 の 見 出 し 中 「 新 規 」 を 削 り 、 同 条 第 一 項 中 「 鍵 情 報 等 の 発

行 を 受 け よ う と す る と き は 、 鍵 情 報 等 の 使 用 開 始 の 一 月 前 ま で に 、

鍵 情 報 等 交 付 等 申 請 書 」 を 「 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に

は 、 鍵 情 報 等 の 発 行 を 、 鍵 情 報 等 発 行 等 申 請 書 」 に 改 め 、 同 項 に 次

の 各 号 を 加 え る 。

一 新 規 に 発 行 を 受 け よ う と す る 場 合

担
当
リ
ー
ダ
ー
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長

補
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長
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長
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長

出

納

長

副
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事

知

事
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長

補
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課

長

次

長

部

長
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事

知

事

（決裁区分）

知 事 副 知 事 出 納 長

部 長 次 長 課 長 課 員
課 長
補 佐

担 当

知 事 副 知 事

部 長 次 長 課 長 課 員
課 長
補 佐

担 当

二 組 織 変 更 等 に よ る 公 開 鍵 証 明 書 の 記 載 情 報 の 変 更 の 発 生 に よ

り 新 た に 発 行 を 受 け よ う と す る 場 合

三 廃 止 又 は 失 効 に よ り 新 た に 発 行 を 受 け よ う と す る 場 合

第 七 条 第 三 項 中 「 宮 崎 県 認 証 局 」 を 「 認 証 局 」 に 改 め 、 同 項 を 同

条 第 四 項 と し 、 同 条 第 二 項 中 「 前 項 」 を 「 第 一 項 」 に 、 「 宮 崎 県 認

証 局 」 を 「 認 証 局 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 三 項 と し 、 同 条 第 一 項 の

次 に 次 の 一 項 を 加 え る 。

２ 前 項 第 一 号 及 び 第 二 号 に 規 定 す る 鍵 情 報 等 の 発 行 の 申 請 は 、 鍵

情 報 等 の 使 用 開 始 の 一 月 前 ま で に 行 わ な け れ ば な ら な い 。

第 八 条 第 一 項 中 「 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 場 合 に は 」 を 「

鍵 情 報 等 の 有 効 期 間 満 了 後 も 引 き 続 き 当 該 鍵 情 報 等 を 使 用 し よ う と

す る と き は 、 鍵 情 報 等 の 使 用 開 始 の 一 月 前 ま で に 」 に 、 「 鍵 情 報 等

交 付 等 申 請 書 」 を 「 鍵 情 報 等 発 行 等 申 請 書 」 に 改 め 、 同 項 各 号 及 び

同 条 第 二 項 を 削 り 、 同 条 第 三 項 中 「 前 条 第 二 項 及 び 第 三 項 」 を 「 前

条 第 三 項 及 び 第 四 項 」 に 改 め 、 同 項 を 同 条 第 二 項 と す る 。

第 九 条 中 「 鍵 情 報 等 交 付 等 申 請 書 」 を 「 鍵 情 報 等 発 行 等 申 請 書 」

に 改 め る 。

第 十 条 第 一 項 第 五 号 中 「 恐 れ 」 を 「 お そ れ 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項

中 「 前 項 第 三 号 か ら 第 七 号 ま で 」 を 「 前 項 各 号 」 に 改 め 、 「 該 当 す

る 場 合 」 の 下 に 「 又 は 組 織 変 更 等 に よ り 公 開 鍵 証 明 書 の 記 載 情 報 の

変 更 が 発 生 す る 場 合 」 を 加 え 、 「 鍵 情 報 等 交 付 等 申 請 書 」 を 「 鍵 情

報 等 発 行 等 申 請 書 」 に 改 め る 。

第 十 一 条 中 「 総 務 課 長 」 の 下 に 「 に 」 を 加 え る 。

第 十 二 条 第 一 項 中 「 又 は 廃 止 」 を 「 、 廃 止 又 は 失 効 」 に 改 め る 。

別 表 中

「

を
」

「

に 改 め る 。

」

別 記 様 式 第 一 号 中 「新規発行 」 を 「発行 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

宮 崎 県 森 林 組 合 等 検 査 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す

る 。
平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

訓 令 甲 第 七 号

環 境 森 林 部

宮 崎 県 森 林 組 合 等 検 査 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

宮 崎 県 森 林 組 合 等 検 査 規 程 （ 昭 和 三 十 九 年 訓 令 甲 第 二 号 ） の 一 部

を 次 の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 第 一 項 中 「 事 務 史 員 、 又 は 「 技 術 史 員 」 を 「 職 員 」 に 、 「

検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 行 な わ せ る 」 を 「 行 わ せ る 」 に 改

め 、 同 条 第 二 項 中 「 検 査 史 員 は 」 を 「 検 査 職 員 は 」 に 、 「 行 な う 」

を 「 行 う 」 に 、 「 森 林 組 合 検 査 史 員 証 」 を 「 森 林 組 合 等 検 査 職 員 証 」

に 改 め る 。

第 六 条 第 二 項 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 、 そ の 他 」 を

「 そ の 他 」 に 、 「 行 な う 」 を 「 行 う 」 に 改 め 、 同 条 第 三 項 中 「 検 査

総務課長副知事

出納事務局会計課長出納長

各部連絡調整課長部長

出納事務局会計課長出納事務局長

総務課長副知事

各部連絡調整課長部長

会計管理局会計課長会計管理者
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、出納長にあっては出納長
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史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 、 「 う る 」 を 「 得 る 」 に 改 め る 。

第 九 条 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 行 な つ て は 」 を 「 行

な つ て は 」 に 改 め る 。

第 十 条 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 そ の 他 の 取 引 先 、 退

職 し た 役 員 若 し く は 使 用 人 、 又 は そ の 他 の 関 係 者 」 を 「 、 組 合 を 退

職 し た 役 員 又 は 使 用 人 、 組 合 の 取 引 先 そ の 他 の 組 合 に 関 係 す る 者 」

に 改 め る 。

第 十 一 条 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 一 に 」 を 「 い ず れ

か に 」 に 、 「 場 合 」 を 「 と き 」 に 改 め る 。

第 十 二 条 第 一 項 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 、 「 行 な わ な け

れ ば 」 を 「 行 わ な け れ ば 」 に 改 め 、 同 条 第 二 項 中 「 検 査 史 員 」 を 「

検 査 職 員 」 に 、 「 す み や か に 」 を 「 速 や か に 」 に 改 め る 。

第 十 四 中 「 検 査 史 員 」 を 「 検 査 職 員 」 に 改 め る 。

別 記 様 式 （ 表 ） 中 「森 林 組 合 検 査 史 員 証 」 を 「

森 林 組 合 等 検 査 職 員 証 」 に 、 「行なう史員 」 を

「行う職員 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。

建 設 技 術 専 門 研 修 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令 を こ こ に 公 表 す る 。

平 成 十 九 年 三 月 三 十 日

宮 崎 県 知 事 東 国 原 英 夫

訓 令 甲 第 八 号

本 庁

各 出 先 機 関

建 設 技 術 専 門 研 修 規 程 の 一 部 を 改 正 す る 訓 令

建 設 技 術 専 門 研 修 規 程 （ 昭 和 四 十 五 年 訓 令 甲 第 七 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。

第 三 条 中 「 土 木 部 長 」 を 「 県 土 整 備 部 長 」 に 改 め る 。

附 則

こ の 訓 令 は 、 平 成 十 九 年 四 月 一 日 か ら 施 行 す る 。
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